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支

部

長

挨

拶

会
員
の
皆
様
に
は
、
厳
し
い
社
会
環

境
下
の
中
に
あ

っ
て
も
益
々
ご
健
勝
に

て
ご
活
躍
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま

す
。さ

て
、
我
が
国
は
、
麗
し
く
和
ら
ぎ

の
あ
る
国
を
標
榜
し
た
新
た
な
時
代

「令
和
」
を
迎
え
た
ば
か
り
で
世
界
的

規
模
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
猛
威

に
見
舞
わ
れ
、
か
つ
て
経
験
の
な
い
局

面
に
立
ち
向
か
っ
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
先
の
見
え
な
い
状
況
で
は
あ

り
ま
す
が
、
英
知
を
結
集
し
、　
一
刻
も

早
い
克
服
を
祈
念
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
我
が
春
日
井
支
部

の
活
動
も
多
大
な
影
響
を
受
け
て
お
り

三
密

（密
閉

・
密
集

・
密
接
）
を
避
け

る
国

の
協
力
指
導

の
も
と
、
今
年
度

は
、
会
員
は
も
と
よ
り
ご
家
族
を
交
え

て
の
各
種
行
事
を
中
止
す
る
方
向
で
調

整
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
た

だ
、
例
年
開
催
し
て
お
り
ま
す
総
会

（１１
月
第
２
土
曜
日
）
に
つ
き
ま
し
て

は
、
極
力
縮
小
し
た
形
式
で
実
施
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
心
よ
り
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

こ
う
し
た
難
題
を
踏
ま
え
る
中
で
、

愛
知
大
学
同
窓
会
組
織
の

一
翼
を
担
う

春
日
井
支
部
は
、
こ
れ
か
ら
も
お
互
い

の
連
携
を
密
に
し
、
強
固
な
理
念
の
も

と
前
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。
今
後
と
も
格
別
な
る
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

譴

襲

ｙ

理

靱

鶉

青
地
美
咲

（平
成
３‐
年
卒
経
営
）

愛
知
大
学
春
日
井
支
部
総
会
に
初
め

て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
フ」

れ
ま
で
の
学
生
生
活
か
ら
環
境
が
大
き

く
変
わ
る
な
か
で
不
安
が
多
く
あ
り
ま

し
た
が
、
懇
親
会
等
で
愛
知
大
学
出
身

の
先
輩
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ア
ド
バ
イ

ス
を

い
た
だ
く
機
会
が
あ
る
こ
と
で
、

不
安
が
和
ら
ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
恒
例
の

学
生
歌
合
唱
は
鳥
肌
が
立
つ
ほ
ど
の

一

体
感
が
あ
り
、
改
め
て
愛
知
大
学
の
歴

史
の
深
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
△
７
回
経
験

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
貴
重
な
経
験
を
今

後
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。

林
　
拓
磨

（平
成
３‐
年
卒
法
）

今
回
、
愛
知
大
学
同
窓
会
春
日
井
支

部
総
会
に
初
め
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

卒
業
し
た
大
学
が
同
じ
で
あ

っ
て

も
、
ア」
の
機
会
が
な
け
れ
ば
関
わ
る
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
年
齢
や
職
種
が
異

な
る
先
輩
方
と
交
流
す
る
こ
と
が
で

き
、
私
自
身
に
と

っ
て
非
常
に
貴
重
な

経
験
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
先
輩
方
と
の
繋
が
り
を

大
切
に
し
、
時
に
は
助
け
合
い
な
が
ら

今
後
の
社
会
人
生
活
を
頑
張

っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

園
木
　
光

（平
成
３‐
年
卒
法
）

愛
知
大
学
同
窓
会
春
日
井
支
部
総
会

に
今
回
よ
り
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

卒
業
後
も
同
窓
会
を
通
し
て
繋
が
り

が
で
き
る
こ
と
に
愛
知
大
学
卒
業
生
の

人
柄
の
良
さ
と
母
校
思
い
の
強
さ
を
感

じ
ま
し
た
。
ま
た
職
種
や
世
代
の
異
な

る
人
た
ち
と
の
交
流
経
験
が
な
か
っ
た

た
め
、
と
て
も
貴
重
な
経
験
に
な
り
ま

し
た
。
△
７
後
も
こ
の
交
流
を
自
分
た
ち

よ
り
下
の
世
代
で
も
続
け
ら
れ
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

愛知大学同窓会
春日井支部 支部長

伊藤 弘
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□
総
会
概
要

令
和
元
年
■
月
９
日
、
ホ
テ
ル
プ
ラ

ザ
勝
川
に
お
い
て
、
令
和
元
年
度
愛
知

大
学
同
窓
会
春
日
井
支
部
総
会
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
、
伊
藤
弘
支
部
長
の
挨
拶

の
後
、
各
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
後
の
懇
親
会
に
は
来
賓
と
し
て
冨

増
和
彦
愛
知
大
学
副
学
長
、
高
柳
淳
子

愛
知
大
学
同
窓
会
副
会
長
、
加
藤
満
憲

愛
知
大
学
教
育
研
究
支
援
財
団
理
事

長
、
会
田
正
彦
愛
知
大
学
校
友
課
長
を

始
め
、
名
古
屋
、
小
牧
、
大
山
、
尾
張

西
部
、
知
多
、
岐
阜
、
岐
阜
東
濃
の
各

支
部
の
役
員
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た

だ
き
、
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

【総
会
で
の
主
な
内
容
】

第
１
号
議
案

○
平
成
３０
年
度
事
業
報
告

①
春
日
井
支
部
会
報
第
Ｈ
号
発
行

②
総
会
準
備
会
議
③
支
部
総
会
④
第
２

回
親
睦
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
⑤
第
８
回
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
⑥
第
７
回
親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
⑦
同
窓
会
理
事
会
・代
議
員
会
等

出
席
③
創
立
記
念
日
ゴ
ル
フ
大
会
「春
日

井
支
部
長
賞
」
寄
贈
⑨
他
支
部
総
会
等
ヘ

の
出
席

第
２
号
議
案

○
平
成
３０
年
度
会
計
報
告

・
監
査
報
告

に
つ
い
て

第
３
号
議
案

○
令
和
２
年
度
事
業
計
画

（案
）
に
つ

い
て

第
４
号
議
案

○
令
和
２
年
度
予
算

（案
）
に
つ
い
て

第
５
号
議
案

○
役
員
改
選

（案
）
に
つ
い
て

お

知

ら

せ

□
支
部
総
会

・
懇
親
会

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状

況
を
踏
ま
え
、令
和
２
年
度
の
総
会
は
縮

小
し
て
開
催
し
ま
す
。関
係
者
に
は
後
日

案
内
を
送
付
し
ま
す
。

な
お
、懇
親
会
及
び
そ
の
他
例
年
開
催

し
て
い
ま
す
行
事
に
つ
い
て
は
中
止
と

し
ま
す
。

活

動

報

告

□
第

一
回

「愛
大

・
白
樺
ロ
ッ
ジ
」

念
願
の

一
泊
支
部
旅
行

理
事
　
勝

昭
雄

（昭
和
４３
年
卒
法
）

支
部
行
事
、初
め
て
の
一
泊
旅
行
、令
和

元
年
十
月
十
六
日
に
実
施
。
フ」
の
日
は
、大

型
台
風

一
九
号
の
翌
日
、参
加
者
は
女
性

二
人
と
男
性
二
人
の
五
人
、
ワ
ゴ
ン
車

一

台
で
ま
ず
は
清
里
を
目
指
す
。清
泉
寮
か

ら
の
富
士
山
が
美
し
い
。滝
を
見
た
後
、宿

へ
。特
別
料
理
を
食
べ
た
後
、部
屋
で
ラ
グ

ビ
ー
を
応
援
、
そ
の
後
は
遅
く
ま
で
談
笑

が
続
く
。
羽
ヱ日
は
車
山
高
原
、諏
訪
。高
島

城
を
見
学
。少
人
数
で
あ
っ
た
が
打
ち
解

け
て
大
変
楽
し
い
二
日
間
で
し
た
。

●
第
９
回
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会

●
第
８
回
親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

平成30年度 会計報告・監査報告
平成30年 4月 1日 ～31年 3月 3 1 Fl

〈収人の部〉

令和2年度予算
令和2イF4月 1日 ～令和3年 3月 31日

〈収入の部〉

蒻報

木下秀吉 (昭 52卒経済 )

大橋弘明 (昭 62卒経営)

住田 博 (昭 51卒法)

加藤正紀 (昭 55卒経済)

西尾静夫 (日召37卒法)

大橋弘明 (昭 62卒経営)

優 勝

準優勝
三 位

優 勝

準優勝
三 位

1支部助成金 (本部 ) 754001=

2支部交イJ金 (名 古屋) 40000「 ■

3会員会費 67000円

4懇親会参加者会費 316 000 PJ

5広 告料収入 22000111

6 it期繰越金 232463[1]

収入合計 752863 111

〈支出の部〉

1会議費・lj務費 13.5661]]

2支部会IFl、 総会資料印吊1費 803081i]

3支部HP運営費

4本部等会議参加費 500001]

5総会、懇親会費 371161 P]

6大学11立記念ゴルフ大会賞品代 4000F]

7次期繰越金 228.828 1lJ

支ユ1合計 752,863円

1支部助成金 (本部) 50000「ヨ

2支部交付金 (名 古屋) 40,0001■ ]

3 AIカ ードカロ入ilX戻金 2100111

4会員会費 1000001]

5懇親会参加者会費 400000円

6広告料収入 24000「 ll

7利忠 1円

8前期繰越金 1778991■

収入合計 794.0001月

〈支出の部〉

1会議ピt・ 事務費 30,0001■l

2支部会報、総会資料印椰1費 100000円

3本部等会議参加費 50000円

4総会、懇親会費 500000P」

5親‖を行事諸費用 100001]]

6大学11立
lL念ゴルフ大会賞品代 4.000円

7予備費 100,000円

支出合計 794.0001■

支部会費納入の
お願い

年会費 (一日1,000円 )は 、会

報等の印刷費や事業費、事務費
に充てております。ご協力をよろ
しくお願いいたします。

振込先
○大垣共立銀行 春日井支店普通
○口座番号 1221353
0口座名
愛知大学同窓会春日井支部
代表者 西尾静夫


